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午前９時２８分開会 

○委員長（奥村 忠俊） それでは、おはようござい

ます。 

 定刻になりましたので、ただいまから人口減少対

策等調査特別委員会を開催いたします。 

 本日、ワークイノベーション推進室の岸本京子参

事より、委員会を欠席する旨の申し出があり、これ

を許可しておりますことをご了承願います。 

 なお、本委員会にはさまざまな分野からの情報が

必要になる場合があり、これを正確に、かつ速やか

に調べるため、当局がインターネットを使用できる

パソコンを持ち込まれて使用されてることについ

て許可しておりますことを報告いたします。 

 それでは、一言ご挨拶申し上げます。久しぶりに

委員会ということになっておりまして、梅雨にいよ

いよ入ったということもあって、また台風等も近づ

いておるところもありまして、ちょっと気になると

ころでございます。大阪サミットが始まるというこ

とになっておりまして、どういう状況になるかわか

りませんけども、とにかく景気がよくなったり、安

心安全ということで、地球規模での平和を希望して

いるところでございます。 

 それでは、本日の委員会、午前中ということで予

定いたしておりますけども、皆さん方の積極的なご

意見をお出しいただきますよう、お願いいたします。 

 それでは、協議事項に入ります。 

 委員会所管事項について（進捗状況と今後の計

画）、まず政策調整部、総務部、健康福祉部の順に

説明をお願いします。説明を聞いた後で質疑に入り

たいと思います。 

 それでは、政策調整部から順次説明をお願いしま

す。どうぞ、お願いします。 

○政策調整課長（井上 靖彦） まず、地方創生全体

のことについて、推進なり進捗状況等をお知らせさ

せていただきます。資料をごらんください。まず、

進捗状況でございます。１、地方創生戦略会議の開

催。去る６月１０日月曜日に地方創生戦略会議を開

催いたしました。内容につきましては（２）に書い

てありますとおり、１つは地方創生総合戦略の効果

について、イ、ジェンダーギャップの解消を目指し

て、ウ、深さを持った演劇のまちづくりについて。

この２つにつきましては、今年度の話題の事業とい

うようなことで委員の皆様にご紹介をさせていた

だきました。エでは地方創生総合戦略（第５版）今

年度の戦略の改定の趣旨等をご説明をさせていた

だいております。オとしまして、第２期地方創生総

合戦略の策定について考え方を説明させていただ

いております。 

 ２つ目でございます。第２期地方創生総合戦略の

策定ということで、７月の３日から庁内の検討委員

会を開催いたしまして、その戦略の素案といいます

か、どのようなことをしていこうというようなこと

を諮っていきたいと思っております。２つ目に、地

方創生戦略会議につきましては、さらに今年度は９

月と１１月に開催をしながら、この第２期の戦略に

ついての意見をいただこうと思っております。３点

目につきましては、市民の意見交換ということで、

この第２期についての考え方がわかった時点ぐら

いで市民の方に直接意見を聞くようなこともして

いきたいなというふうに考えております。 

 続きまして、資料をごらんください。資料１と資

料２につきましては、先ほど申し上げました地方創

生戦略会議の中で、その効果についてご説明をした

資料でございます。資料１につきましては、昨年度

の第４版の戦略体系図に基づいて、２桁手段、それ

から４桁手段についてそれぞれ基準値から各年度

の実績値、それから最終今年度末の目標値等を記載

をしてご説明をさせていただきました。 

 続いて、資料２をごらんください。先ほど資料１

で見ていただいたものをグラフ化したものでござ

います。１ページでございますが、かいつまんでち

ょっと特徴的なところを申し上げさせていただき

ます。まず、１ページの中段、左から、左肩に④、

⑤と書いてあるところがございます。④につきまし

ては、移住定住のポータルサイトの閲覧数というこ

とで、これはかなり目標値から多く伸びておりまし

て、いろいろなところで見ていただいてるというと

ころが見てとれます。⑤につきましては、移住定住
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窓口を利用して移住した人の数ということで、こち

らも目標値を大きく上回って、割と活用されている

というふうに思っております。 

 続きまして、２ページをごらんください。２ペー

ジ上段右側の⑫認定新規就農者数、こちらにつきま

しては、これは累積でございますけども、着実に人

数がふえているという状況でございます。最下段の

真ん中、⑰海外におけるコウノトリ育むお米取扱店

舗数というところも目標値を大きく上回っている

ようなことになっております。農業組合につきまし

ては、積極的なＰＲ等も含めて順調に伸びているな

という感がございます。２ページ、同じところでご

ざいますが、ちょうど真ん中のところの⑭但馬空港

の利用助成件数等でございますが、これは伸びては

いるんですけれども、目標値が５，０００でござい

ますので、このあたり、順調とはいえ目標値にはち

ょっと届いてないというところでございます。同じ

く左下の⑯の外国人宿泊者数も、伸びてはいますけ

れども目標値的にもう少し頑張らないといけない

なというところでございます。 

 ３ページでございます。こちらは下の真ん中の②

６のところでございます。婚姻数につきましては、

目標値のほうが２７８に対して３５０前後という

ところで推移をしておりますので、これについては

かなり頑張って成果があらわれてるところかなと

いうふうに思っております。 

 続きまして、４ページでございますが、上段の②

８、左上になります、交際・結婚支援の仕組みを利

用している人数というところで、こちらも目標値を

大きく上回って、若干波がございますが、順調に推

移してるというふうに思っております。それから、

その２つ右の③０のところですが、産後、助産師や

保健師等からの指導・ケアを十分に受けることがで

きたと考える母親の割合というところも、目標値を

超えて伸びているというところでございます。 

 一方で、気になるところというところもございま

して、これが資料３のところになります。資料２に

も書いておりますが、資料３でごらんいただけたら

と思います。出生数、自然増の中ほどに書いてあり

ます出生数でございますが、こちらが２０１８年、

これは住基の人口でございますので１月から１２

月でカウントしておりますが、５０６ということで、

前年に比べてかなりちょっと落ちているという状

況でございます。右に移っていただいて、社会増減

のところの転入・転出の合計でございますが、こち

らもずっとマイナスで来ているんですか、２０１８

はマイナス４６７ということで、がなり社会減が進

んだというところが見てとれます。 

 ただ、これについても、さきの戦略会議のほうで

意見をいただいたといいますか、中嶋副座長のほう

から、これはやはり景気がよくなるとどうしても都

会に出るという傾向もあるし、単年度のところで一

喜一憂せずとも、もう少し長い視点で見たらという

ふうには言ってはもらっておりますが、現実として

こういう数値が上がっているということでご説明

をさせていただきました。 

 以上がこの地方創生の成果というところで、これ

もまたさらに詳しい分析をしていきたいと思って

おります。 

 続きまして、資料４でございますが、こちらのほ

うに第２期地方創生総合戦略策定ということで、今

のところの考え方を記載をしています。第２期地方

創生総合戦略につきましては、切れ目のない取り組

みを今後も続けていくということで主として向か

っていくというふうにしております。基本的な考え

方につきましては、現行と変わらず、（１）に書い

てありますようなところを目指していきたいとい

うふうに思っております。 

 ２の計画期間でございますが、来年度、２０２０

年度から２０２４年度の５カ年ということで考え

ております。その際、検討すべきキーワードという

ことで３つございます。１つはジェンダーギャップ

の解消、２つは演劇のまちづくり、３つ、その他と

いうところで、これまでの結婚支援、多子出産応援

というところ、あるいは関係人口、外国人住民、ま

た、短期的な成果につながる取り組みですとか、子

供たちの社会参加といったところが、今後議論とし

て意見をいただきたいというようなところかと思
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っております。 

 ４の目標でございます。これについては現行の人

口ビジョンに記載している内容を踏襲していこう

というふうに思っておりますが、さきの委員会でも

時点修正的なところは必要かというようなところ

の意見もいただいておりますので、そこも踏まえて

今年度また検討していきたいと思っております。 

 その裏面でございます。５の戦略体系と指標につ

いては、これは新たに検討していくというところで

ございます。 

 ６の策定スケジュールにつきましては、一番最初

にご説明をしたとおり、意見を聞きながら進めてい

きたいということと、２月の上旬にはこの戦略とし

ての策定をしていきたいと思っておりますので、ま

た議員の皆様にもご意見をいただきたいというふ

うに思っております。 

 ７番、参考としまして、人口ビジョンのこと、そ

れから、国の動向、県の動向と書いておりますが、

国と県につきましても同じように検証を踏まえて

改訂版第２期をつくっていくというふうに聞いて

おります。以上でございます。 

○委員長（奥村 忠俊） それでは、続いて総務部。 

○ワークイノベーション推進室長（上田  篤） お

手元に２０１９年度ジェンダーギャップの解消に

関する取り組みという資料をお配りしております。

まず１ページをごらんいただきたいと思います。こ

ちらにつきましては、一応、柱としましては大きく

４つに分かれます。ジェンダーギャップ全体の解消、

それと、ワークイノベーション事業の推進というこ

と、これは市内の事業所向け、３つ目が豊岡市役所

のキャリアデザイン、市役所向け、４つ目が子育て

中の女性の就労促進という、この４つについてご説

明したいと思います。 

 まず１ページです、ジェンダーギャップの解消で、

まず１つは（１）にございますようにシンポジウム

を５月２０日に開催しました。これは、市内の事業

所の皆さん、市民の皆さんと一緒にジェンダーギャ

ップの解消を考えて理解を深める機会としてシン

ポジウムを開催しました。２５０名のご参加をいた

だいて、講演、それと座談会を実施しました。 

 （２）です、映画「ビリーブ」の上演支援という

ことで、これ、ちょっと豊劇さんのほうで５月３１

日から６月１３日まで上映されたジェンダー平等

に関する映画だったんですけど、これを豊劇さんと、

あと、イーブンネットたじまさんという男女共同参

画推進されてる団体と、市とで上映のＰＲの協力す

るなど支援をしました。 

 ３つ目が、（仮称）ジェンダーギャップ解消戦略

の策定準備ということで、２０１８年度っていうん

ですか、ことし１月にはワークイノベーション戦略

とキャリアデザインアクションプランをつくった

んですけど、これを踏まえて新年度に準備を進めま

す。準備というのが、地域、家庭、職場を対象にし

たジェンダーギャップの解消の戦略を新年度、２０

２０年度に策定すべく、今年度は準備を進めていく

っていうことでございます。既に５月２０日のシン

ポジウムの講師も務めていただきました専門家の

大崎麻子さんにアドバイザーにご就任いただいて、

アドバイスをいただきながら準備を進め始めてお

ります。 

 （４）が男女共同参画社会推進に係る一時保育事

業の実施ということで、これは女性の方もできるだ

けの社会参加をどんどん促すために、子供さんの一

時保育という取り組みを進めながら、いろんな事業

にも参加しやすくするための環境づくりのために

実施しております。 

 ５つ目が男女共同参画週間っていうの、ちょうど

今、６月２３日から２９日ですか、１週間設定され

ていろんな取り組みを進めてるんですけど、次のペ

ージ、２ページごらんいただくと書いてます。図書

館のほうでそういうコーナーをつくりまして、ＰＲ

もしております。 

 ２つ目がワークイノベーション事業の推進とい

うことで、まず１つが５月８日に厚生労働省の兵庫

労働局と豊岡ワークイノベーション推進会議、これ、

去年１０月にできました、市内の今、２１事業所か

ら成る組織なんですけど、そちらと豊岡市の３者で

豊岡市女性の就労に関する協定を締結して、これを
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もとにさらに女性就労に関して機密に連携しなが

ら３者で進めていくということでございます。 

 （２）で、各事業所対象の各種セミナーの開催を

７月４日を皮切りにスタートする予定でございま

して、そこの表にありますように、経営者向けです

とか人事担当者向け、管理職向け、女性従業員向け

という、それぞれの階層別にセミナーとかワークシ

ョップを行いながら、このジェンダーギャップ解消

に向けて、１歩ずつですけど取り組みを進めるとい

うことでございます。 

 次のページ、３ページです。（３）に事業所の従

業員アンケートの実施ということで、これは去年市

役所の職員約５００人を対象にやった意識調査で、

働きやすさとか働きがいについての調査をやって、

かなり厳しい結果が出て愕然としておって、それに

対して対応してるんですけど、これは市内の事業所

向けにも実施していくという予定にいたしており

ます、希望される事業者に対して。 

 ３つ目が豊岡市役所のキャリアデザイン事業の

推進ということ、これは市の職員向けです。４月、

５月とキャリアデザイン研修、全職員対象と、あと

管理職、課長級以上の管理職対象にそういう研修を

実施してまいりました。３つ目のこまにございます

ように、きょうから女性のためのリーダーシップ研

修を４回シリーズで、それとあと、若手職員実践力

強化研修ですとか、復職者研修って育休中の職員、

それと３０年度に復職する予定の職員を対象とし

た研修ですとか、この４月、５月のキャリアデザイ

ンと管理職研修を受けられなかった職員の追加研

修っていうことで、この８月にかけて実施する予定

にいたしております。 

 次の４ページをごらんいただきたいと思います。

これ、全職員対象のキャリアサポートシートという

もの、自分のキャリア、ありたい姿とか、実際のラ

イフイベントっていうものも含めながら、上司と年

３回コミュニケーションを図るっていう、そういう

シートを作成して、上司、部下のコミュニケーショ

ンの質を高めることを目的として、これ、進めてお

るんですけど、これを今年度はスタートいたします。

これ、７月から３月の予定です。通年で男性職員の

育休の取得促進、５年後には対象者の１００％取得

を目指してるんですけど、これをまず今年度からス

タートしていきます。それと、２０２０年、来年１

月から２月にかけて、職員の意識調査を今年度実施

しまして、昨年度との意識調査との比較検証、すみ

ません、「較」が抜けております、すみません、比

較検証、それと、ＫＰＩの達成状況の確認と課題の

整理を行っていきます。 

 ４つ目の柱でございます、子育て中の女性の就労

促進ということで、これはよくプチ勤務と言われる、

例えば少日数短時間勤務、週に２日、３日とか、１

日２時間、３時間とかっていう、子育て中の女性が

働きやすいように、例えば業務とかシフトを細分化

切り出していって、それをマッチングしていくって

いう事業を昨年度から実施してるんですけど、こと

しも１０月２１日のマッチングのお仕事大相談会

に向けて、子育て中の女性に、豊岡駅前のアイティ

の７階の子育て総合センターにお越しになる親子、

そのお母さんとかに対して働きかけていって、まず

去年、既にプチ勤務を実施されてる子育て中の女性

をロールモデルにして座談会をやったりとか、実際

の子育てしながら働くためにどういうことの準備

が要るのかっていうあたりのワークショップをし

たりとかをしていきながら、市内の事業所について

もこのプチ勤務のＰＲ、営業活動に回って、１０月

２１日にそのマッチングの機会を持つ。それに向け

てプチ勤務のパンフレットを現在つくってまして、

これ、７月に入ったら各市内事業所ずっと営業に回

っていきたいと思います。それと、実際出店される

企業さんの「お仕事カタログ」、子育て中の女性に

すごくわかりやすいように、魅力が伝わるようなパ

ンフレットをリクルート出身の方にもちょっとサ

ポートしていただきながら進めております。総務部

のほうから、以上でございます。 

○委員長（奥村 忠俊） それでは、今度、健康福祉

部。 

○健康増進課長（宮本 和幸） ハートリーフ推進室

関係です。資料としては、すみません、ございませ
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んが、基本的には今までからやってる事業を推進し

ていくということになってまして、昨年から変わっ

たところが婚活イベントのはーとピーの関係が直

営になったということで、今年度に入ってからは２

回実施して、それから、参加者が５３人、カップル

として成立したのが１１組ということになってま

す。 

 それともう一つ新しいところが、ママによる子育

て世代向けのイベント開催事業の補助金っていう

のを今年度からしてまして、６月２日にハグハグフ

ェスタ豊岡というものが、そこの市役所の前の広場

でありまして、この分に交付決定をいたしておりま

す。それ以外も粛々と事業を進めていくことで頑張

っていきたいなと思ってます。以上です。 

○委員長（奥村 忠俊） ありがとうございました。 

 それぞれ取り組み状況、新年度に入ったわけです

けども、その説明をしていただきました。 

 これから質疑に入りたいと思いますが、どうぞ、

どなたからでも結構ですので、ありましたらお願い

します。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 地方創生の推進の分でありま

すけれども、データ、これがある意味、豊岡市全体

のデータが出てるっていうような感じで、要は、僕

はいつも聞くんですけれども、各地域はどういう状

況下になってるのかどうかっていうのは把握され

てるんでしょうか。 

○委員長（奥村 忠俊） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 全体として把握はい

たしておりません。ただ、それぞれの項目のところ

でひょっとしたら各課が把握してるものがあるか

もしれませんけれども、全体としては把握しており

ません。 

○委員長（奥村 忠俊） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） やはり、それ、出してほしい

なっていうのが、お願い事が１件と、あと、要はそ

のあたりをしっかり分析しないと打つ手が変わっ

てくると思うんですけど、そのあたり、どう考えら

れてますか。 

○委員長（奥村 忠俊） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 議員のおっしゃるこ

とも理解するんですけども、ただ、地方創生全体の

中でなかなか市内の移動というのをやりかけると、

全体としてどこを目指すかっていうところがなか

なか難しいかなというふうにも思っておりますの

で、あくまでも豊岡市全体として人口減少に向かっ

ていくというようなところを検討していきたいと

いうふうに思っております。 

○委員長（奥村 忠俊） 田中委員、どうぞ。 

○委員（田中藤一郎） だからこそ分析しないとだめ

と違います。言われてることは建前みたいな話をさ

れてまして、結局のところ、それがない限り課題が

見つからないというふうに思うんですけど、もう一

回そのあたりはやられることはないんでしょうか。 

○委員長（奥村 忠俊） 政策調整課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） おっしゃってること

はわかります。また研究していきたいというふうに

思っております。 

○委員長（奥村 忠俊） 田中委員、今の、はいはい。 

○委員（田中藤一郎） また研究とは、どれぐらいの

レベルの研究。先送りっていう研究ではないでしょ

うね、確認で。 

○委員長（奥村 忠俊） その他よろしいですか、今。 

○委員（田中藤一郎） 答えていただきたい。 

○委員長（奥村 忠俊） 政策調整課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） もう既に、さっき言

いましたようにそれぞれの地域ごとに出ているデ

ータもあろうかと思いますし、なかなか全体として

地域ごとでとれないデータもありますし、人口移動

なんかも内部の転居、転入っていうようなところも

なかなかちょっと難しいんですけれども、そういっ

たところのデータのとこは、とれるかどうかってい

うのは、またそういったところでは研究していきた

いというふうに思っております。できるところはや

りたいんですけど、全てということになるとなかな

か難しいかなというふうに思っております。 

○委員長（奥村 忠俊） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） もう一つよくわからない、本
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当に。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。 

○委員長（奥村 忠俊） ちょっとよろしいか。 

○委員（田中藤一郎） どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） いやいや、田中委員のちょっ

と今の発言に対して、ちょっと加勢する意味で私か

ら申し上げたい。 

○委員長（奥村 忠俊） 椿野委員、どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） 総花的にこういうのを出して

きて、極端に言えば豊岡の市街地と、例えば但東町、

それから竹野でもそうなんだけども、全く人口の少

ないところと、それからその集落、そういったとこ

と豊岡の市街地と一緒にして平均とってっていう

話ではないんで。やっぱりここは、これ、豊岡とし

て真剣に考えていかな、一番生命線だからさ、この、

今の地方創生の戦略っていうのはね。いいことを並

べ立てることも大事ですよ。でも逆に、僕が前から

よく言ってる、その地域に本当に今、大きないろん

な問題点、それから将来人口減少が起こることによ

って、大きな、はっきり言ってその地域が残ってい

けるかどうか瀬戸際にもうはっきり立たされてる

わけでしょう、豊岡も。盛んに市長はもう財政が足

らない足らない、厳しい厳しい、財政の危機だ危機

だ。そんな一刻の余裕もないはずだ、もうはっきり

言って。もう本当に。 

 だから、そういうことから言うと、今、田中委員

が言ってるように、もっとそれぞれの地域のことも

十分把握した上で、例えば子供の数、出生率の問題

もありました。例えば豊岡市全体としてどれだけの

人が出ていくかっていっても、それはそれぞれによ

って違うと僕は思うね。だから、どこでどんな人間

の動きがあったのかいうことも含めていくと、それ

はこの市役所の君たちが考えなくたって、データは

振興局でさせたらよろしい、そんなこと、振興局で。

考えてみるとか前向きじゃなくて、それ、絶対やっ

てくれ。頼むは、それは。それやらないと議会とし

ても、この総花的な議論で、机上の空論で話しとっ

たらあかん。もうとにかく我々としても厳しい状態

だってことを切実に思っとるからこそ、やっぱりあ

なたたちもそれは思ってるはずだから、だからそれ

を、じゃあ、どんなデータが欲しいかってことを

我々の委員会でも考えましょう、議員も。あなたた

ちばっかり言うんじゃなくて。こんなことをこんな

ふうにして、こんなものを用意してほしいって、な

あ、田中君。 

○委員（田中藤一郎） そうですね。 

○委員（椿野 仁司） そういうことも我々も考える。

だから、あなたたちに一方的にあれやってこい、こ

れやってこいって、こんなもん用意させろなんて、

こういうことをこういうふうにして言うんだよっ

てことを我々もぶつけましょう、ねえ。それ、我々

もするからさ。ぜひ、それ、ちょっとやってよ、本

当に。なあ、田中君。 

○委員（田中藤一郎） 本当にやってほしいです。 

○委員（椿野 仁司） そうだな。 

○委員（田中藤一郎） はい。 

○委員（椿野 仁司） 彼は広く受けとめとってくれ

るけどね、なあ。いや、本当、どないな、それで。 

○委員長（奥村 忠俊） 今指摘ありましたように、

先ほどの田中さんのやりとりでは全然前に進まな

いんで、今補足があったんですけども、やっぱりテ

ーマが違うと思うんですよ、それぞれ地域でね、市

内でも。ですから、その辺のことについてはやっぱ

り分析してとりかかっていただければと思います

んで、もう少しわかりやすい今の状況について。 

○委員（椿野 仁司） だから、委員長、いいですか。 

○委員長（奥村 忠俊） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 我々もどういうふうなものが

必要なのか含めて、１回、去年の、私たち資料もら

って、今ちょっと持ってきてないんだけど、申しわ

けないんだけど、忘れたんで。去年の人口減少の特

別委員会の資料もちょっと１回見ながら、我々とし

てもこれを今後どういうふうに、どういうものが必

要なのかってことを我々も提案してやっていきた

いと思うんだけど、それは何とかしてよ、それ。で

きないことあらへんやろ、あんたたち能力あるんだ

から。どない。 

○委員長（奥村 忠俊） 政策調整課長。 



 7 

○政策調整課長（井上 靖彦） 極力できるものをし

ていきたいというふうに思っておりますので、また

ご提案をいただければというふうに思います。 

○委員長（奥村 忠俊） よろしいですか。 

○委員（椿野 仁司） はい。 

○委員長（奥村 忠俊） 田中さん、よろしいか。 

○委員（田中藤一郎） はい。 

○委員長（奥村 忠俊） そのほかどうぞ。 

 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 地方創生の資料３、人口移動

の表が載ってます。トータルの純移動がマイナス１，

０００を超えているということですね。何か委員会

の中では、いや、やっぱり景気がよくなって転出超

過じゃないかと、全く逆やと思うんですよね。私の

見立てだと、より仕事のある実入りのいい地域に人

は流れていってるように思います。だから、このペ

ースで行ったら人口減少の度合いがさらに加速し

ていきよんじゃないかなということを心配してま

すので、そんな楽観論で流されるんじゃなくて、本

当にここは大事な減り方の大きく変わった年のよ

うに見えます。ですから、先ほど来出てますように、

市内の何がどこに弱いところがあってとか、どの地

域がどんな変動を起こしてるかとかいうのも、やっ

ぱり緻密に調べるべきだと私も思います。これ、ち

ょっと意見。 

 それと、あと質問ですけど、ジェンダーギャップ

の関係で、資料の１ページ、（３）のあたりでたし

かいろいろ取り組む目標といいますかテーマとし

て、地域、家庭、職場とこういう表現あったと思い

ますけど、これ、大賛成です。やっぱりかなり裾野

にいろんな要因が潜んでると思いますので、ぜひ頑

張っていただきたいと思います。その中で、今度、

３ページのアンケート調査の話の中で、ちょっとこ

れ、以前にも説明があったように思いますが、新職

員の９００人程度の職員にアンケート調査を行っ

た、先ほど室長の説明の中でその結果に愕然とした

という表現があったように思うんですけど、その愕

然とした中身は、どんなふうに思われたのか、ちょ

っと詳しいところを教えてください。 

○委員長（奥村 忠俊） 上田室長。 

○ワークイノベーション推進室長（上田  篤） 今、

足田委員ご指摘の愕然としたという部分なんです

けど、まず、やりがいという部分で、今回もＫＰＩ

で最初３５％まで持っていく、職員の、大いにやり

がいがある、少しやりがいがあるっていう、全体で

すると７割とかにいくんですけど、もっと基本部分

のかなりやりがいがあるっていう部分で２０数％

という。最初は女性活躍で、女性の働きやすさ、働

きがいっていうとこからそれを取り組んでいった

んですけど、それが女性だけじゃなくて男性もその

比率っていうんですか、がかなり低いってことがわ

かりましたんで、思っていた以上に、想定していた

以上に市の職員のやりがいっていう部分が低かっ

たっていうことに対して我々も反省をしながら、そ

のやりがいを少しでも高めていくような研修を実

施していく、そういう職場づくり、職場風土、組織

文化ってものをつくっていくということを考えて

おります。 

 という中で、例えばやりがいっていう部分でも、

市民の皆さんに対して役に立ったと思われたとき

にはかなりやりがいがぐんと上がるっていう、そう

いう特性は市の職員は持ってるんですけど、総体的

に、全般的に、先ほど言いましたように、やりがい

という部分で思っていた以上に低かったというこ

とにちょっと愕然としたという。言いながら、愕然

としながら反省をしてるという、そういうことです。 

○委員長（奥村 忠俊） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） わかりました。 

○委員長（奥村 忠俊） よろしいか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） ちょっと今の話にも関連して

くるんですけども、先ほど来から出てます地方創生

の資料３のところで、人口の出生が５０６少ない、

社会増減が転出が多いっていうような数字がここ

に出てるという中で、当然今はそれを解消するため

に戦略づくりというのをされてるんですけど、それ

がつくってる時間の間にどんどんどんどんこの減

少はとまらないということが一つあると思います。
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その点に関しては一般質問などでもさせてはもら

ってるんですけども、今のやりがいという話でいえ

ば、職員提案で、こういう数字というか状況という

のは職員がそれぞれ身近に感じてることだと思い

ますし、そういうことに向けて、これに限らずなん

ですけども、職員が提案して事業、政策を進めてい

くという数というのがどのぐらい豊岡市は今ある

んでしょうか。 

○委員長（奥村 忠俊） どうですか。 

 ほんなら、総務部長。 

○総務部長（成田 寿道） 大変難しい質問だとは思

いますけども、確かにいろんな予算要求とか事業を

組み立てる中で、職員のほうから今担当している中

でこういうふうにしていきたいというのが事業で

上がってくるのは間違いなくあります。ただ、それ

の率がどれぐらいかって言われますと、ちょっとそ

んな調査はしてないのでわからないんですけども、

というのと、もう一つは、政策的に進めていく部署

と、例えば総務部とか会計課とか市民課とか、なか

なか政策的に難しい部分については、やっぱり内部

の事務改善であったり、やり方の部分についての話

っていうのは出てるはずなんですけども、それが職

場でどういうふうにうまく回ってるかっていうの

は、そこについては今後特に力を入れていきたいな

とは思ってますが、数字的にはちょっと確認できて

ないというのが現実です。以上です。 

○委員長（奥村 忠俊） 清水委員。 

○委員（清水  寛） この間の議会の中では、表彰

制度というようなことを取り組みをされてるとい

うのが一つありましたけども、例えば政策コンテス

トみたいなことっていうのは、豊岡市はされたりと

かっていうのは、今のところはないんですか。 

○委員長（奥村 忠俊） 総務部長。 

○総務部長（成田 寿道） 政策コンテストっていう

ことでっていうのではなくて、先日表彰制度を持っ

てるっていうものについては、それぞれの職場での、

あるいは人が誰かを、私が誰かを頑張ってるな、こ

ういうことすごかったなというのをあれば誰でも

出せるっていう制度にしてますので、地道にこつこ

つやっているこつこつ賞とかいう、いろんな視点で

捉えてそのことを上げていただくという制度にし

ているということで、じゃあ、このことについて何

か提案ありませんかっていうものについても、職員

提案を求めるところというような内容もございま

すので、それもゼロではないという状況にはござい

ます。ただ、全てのことについて職員の提案を求め

てるかといったら、そうではないというような状況

ですので、全くないということもないですけども、

少ないのかなという気はしているところです。 

 ただ、政策っていうのは、先ほど言いました、部

署部署でやっぱり考えるところがありますので、全

然違う部署の者が単純に言ったからといって、なか

なか現実に回っていくかどうかっていうのがわか

りにくいのかなっていう気はしているところです。

以上です。 

○委員長（奥村 忠俊） 清水委員。 

○委員（清水  寛） そうですね、最初のところに

戻るんですけども、いわゆるやりがいをつくってい

くっていう中で、部署の部分で専門として取り組ん

でいく中での改善っていうか、そういうものってい

うのは当然あるべきだとは思うんですけども、それ

を抜きにして、やはり公務員になったからにはもっ

ともっと地域の問題とかそういうところに職員そ

のものが切り込んだいく必要っていうのもあるの

かなと思うんですね。 

 今こういう話をしてるのはなぜかっていうと、実

はいろいろ視察先とかを調べていく中で、いわゆる

多世代の居住支援ということをしたらいいんじゃ

ないのかっていうことを、実はこれは職員提案で実

施をされてる地域があるんです。そういう意味では、

市の施策の中では非常に多いのが、だからこういう

ことをしますので補助金を出しますっていうこと

が非常に多いんですけども、私個人としては、補助

金というのはいわゆる餅まきみたいなもんなんで

すよね。だから、まいてるほうもまかれてるほうも

何かやってる感、させてもらってる感があるんです

けど、現実的にはそれは問題を実質はほかのところ

に振ってるだけであって、本来的にはやはり職員が
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自分たちはこういう検討、研究したことに基づいて

こういう政策をしますっていうことがあってしか

るべきだと思うんです。そういう意味では、計画を

つくること、戦略をつくることに余りに注視し過ぎ

て、現実的な行動をしていくことっていうのがちょ

っと今の豊岡市に余り少ないのかなっていうふう

に思うんですけども、ここはどのように思われます

か。どなたでも。 

○委員長（奥村 忠俊） 総務部長。 

○総務部長（成田 寿道） 清水委員言われたことを

私も実は感じます。組織が大きくなったっていうと

ころもありますし、１人の持つ範囲っていうのがど

うしてもパーツになっているっていう部分はいた

し方ないのかなっていう部分はあります。ただ、そ

うでない職場、あるいは職員もたくさんいる中で、

そういうふうに、こんなことしたらどうだろうとか、

地域の人とこういう話をして、こういうふうに進め

ていきたいというようなところを若い世代の人た

ちが話を出してきたときに、やっぱり上の年代の者、

４０代、５０代、６０代の者、６０代はいないんで

すけど、５０代の者がそれをいかに話を聞いてやれ

るかっていうようなところが少し足りてないのか

なっていうのが、先ほどの職員アンケートの結果に

も出ているんじゃないかというふうに思いますの

で、その辺はキャリアデザインの中で、ことし、今

スタートしてる中で、管理職の側も意識としてきっ

ちりその辺を改善していくっていうことにまさに

取り組んでいきたいというふうに思っていますの

で、委員のおっしゃることを感じながら、そういう

答弁にさせていただきたいと思います。 

○委員（清水  寛） ありがとうございます。 

○委員長（奥村 忠俊） よろしいか。 

 どうぞ。 

○委員（清水  寛） これは答弁は結構なんですけ

ども、退職された某部長であったり、いろいろな方

が実感として言われるのが、やはり外に出てみて初

めて市の職員がいかに優秀かというのがわかるっ

て言われました。それは民間の企業に入っていって

自分たちが普通に職員さんに接していく中で、して

もらってたことが、実は当たり前だと思っていたこ

とが当たり前ではないということなんですよね。民

間企業ではなかなかそこまで手が届く職員さんが

いない、もしくは１回言って、２回言ってすぐでき

るようになるなんてこともないわけですよ。そうい

う意味では、非常に優秀なスタッフを抱えてるって

いうのが、実は豊岡市の財産であり、やはりこれが

一番強みなはずなんで、それがやはりやりがいとい

うところで数字に見えてこないっていうことは、ま

さにそれは生かせてない。豊岡市がやはり今問題と

して抱えていることに全力で取り組んでいくって

いう意味では、やはり何か枝葉のことではなくて本

命のところ、本来政策を考えて実行していくってい

う、そういうところにもっともっと注力していくべ

きかなと思いますので、ぜひ、その辺は考えをして

いっていただきたいと思います。以上です。 

○委員長（奥村 忠俊） 答弁よろしいか。 

○委員（清水  寛） はい。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。 

○委員長（奥村 忠俊） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 今のキャリアデザインとか、

ここのことなんですが、清水委員が最後のほうは大

変上手におっしゃったんで、ちょっとちくっとだけ

させてもらいますけど、確かに市の職員は優秀って

いうか、だと思います。だけど、今の退職職員が生

かされてないっていうのなんだけど、僕は逆に言え

ばその培ったいろんなノウハウやいろんなものを、

本来ならば公務員であったそのおかげであってそ

ういったいろんな知識や能力を授かったとしたな

らば、本当は地域に帰ってそれぞれの社会で本当は

そういう役割を果たさないといけないね。生かして

ないんじゃなくて果たしてないと私は言っときま

す。果たそうとしてカムバックしなった人もおんな

るけどな。 

 それから、このキャリアデザイン事業推進、本当

に僕はすごいいいことだと思います。それで、私た

ちがここにいる限りはこの結果はあらわれてはこ

ないんで期待をしたいと思いますけれども、将来の

豊岡市役所に期待をしたいと思いますが、ただ、あ
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なたたちが経験してきた、全てじゃないですけど経

験してきた、言えばリーダーって部長だとか課長、

それから下の若手職員もそうなんだけど、それとの

いろんなコミュニケーションとりながらいろんな

ことをやってきて、今のリーダーシップはとはとか

いろいろとあるんだけど、これは大事なことですよ。

でも、あなたたちが非常に苦い経験もした、さらに

その上のトップの人とのかかわり合いも、それも十

分いかにうまく推進するために何が必要だろうか

ってことのノウハウを、これはまた、これは余分な

話ですけれど、その辺もひとつよろしくお願いをし

たいなと。 

 それから、そんな話はどうでもいいんです、ごめ

んなさい。今の、これちょっとね、今、前も見せて

もらったです、さっき言った田中君の質問に対して

の私からもお願いしたんだけど、ちょっと今いただ

いだ資料の中に但東振興局と竹野振興局の取り組

みということで、いろんなデータも含めた考え方を

書いたものをいただいてるんです。これ、なぜ但東

と竹野かっていう話を、今、伊藤議員と話しとった

ら、極端にちょっと深刻なところだからいただいた

んじゃないでしょうかっていうことなんだけど、こ

れはどっからもらった資料なのかな。以前視察に行

ったときのそれぞれからもらった資料でしたか。 

○委員（清水  寛） １月のときに。 

○委員（椿野 仁司） えっ。 

○委員（清水  寛） １月の委員会でもらってる資

料です。 

○委員（椿野 仁司） ああ、そうですか。 

 ということです。はい。それはいいです。 

 具体的にちょっと私のあくまでも思いつきなん

ですけど。ちょっとこれ、休憩してもらえます。 

○委員長（奥村 忠俊） それでは、暫時休憩します。 

午前１０時１６分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４０分再開 

○委員長（奥村 忠俊） それでは、時間来ましたの

で、委員会を再開いたします。 

 先ほどはそれぞれの説明に対する質疑をさせて

いただいたんですけども、かなり課題もたくさんあ

るなというような感じもいたしております。ここで

どう言ったからっていうことではないんでしょう

けども、特に人口減少対策ということになってます。

それを、その中の人口減のやっぱり中で、大きなウ

エートを占める部分っていうのは、先ほど子育ての

話だとか、あるいは職場での働きがいの問題だとか

ということがあったんだと思うんですね。正直な評

価をしはったわけなんですけども、やっぱり市の職

員の方々の多くの職員は生きがいを持ったり、働き

がいを持ってる、そういうものが非常に増えてきた、

また見られるというような報告は残念ながらなか

ったように思うんですね。それは正直に言っている

わけですけども、やっぱりそこの部分が意識の変革

をしていただかないと、果たして政策が市民から受

け入れてもらえるだろうかというような気がしま

した。だから、やっぱりきょうの委員会をさせてい

ただいて当局側の説明を聞き、委員さんのほうから

の意見も聞かせていただいて、そういう意味での整

理ができつつあるんじゃないかと思っております。

少しまだあの時間がありますので質疑に入ります

けども、ひとつ言われた説明をされたことに対して

どういう解決策を持ってるかとか、これに対しては

どういう手だてをじゃあ市としてはしようとして

るのかとか、そういったことも本当はそれ、聞かせ

てもらわないと、現実を報告していただいたのはよ

ろしいんですけども、聞くほうとしては、ああそう

というようなもの、やっぱり生きがいを感じたり、

委員会としてやりがいを感じるということにつな

がらなかったと思うんでね、その点で少し補足があ

ればお願いしたいと思います。 

 例えばこの資料を見させていただきますと、資料

３ですけども、ここを見ますと、人口移動という点

で自然増減と社会増減というのがあるんだけども、

２０１８年見ますと、だんだん離れていくというこ

とになってしまうということで、これが社会増減で

も少しずつ上がってましたけども、これが２０１７

年から１年後にはこんなに開いてしまって倍ぐら

いになったんですね。必ずしもこれが正確かどうか
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いうのもありますけども、そういったことについて

もやっぱりこういう手を打ちたいと思ってるとか

いうそこら辺を、ひとつよく検討していただいてお

願いしたいなというのが僕の思いでございます。も

し、何かご意見ありましたらと思うんですけども。 

 政策調整課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 先ほど資料３の人口

減少のところで言いますと、２０１７までは本当に

地方創生が効いてきて、特に社会増減あたりはだん

だんと減ってきてるなっていうふうに思ってたん

ですけれども、２０１８年になると急にこうがたっ

となったっていうところで、かなり危機感を持って

取り組まないといけないなというのは思っており

ます。ただ、分析として、先ほどもちょっと言いま

した景気がっていうようなところ、これは中嶋副座

長、中嶋神戸大の先生が委員会の中で言われたんで

すけども、ただ、そこが本当にどうなのかっていう

ところも実際にわからないっていうのがあります

ので、さらに詳細な分析を進めて、本当に何が原因

なのかっていうところから突きとめていく必要が

あるなというふうには考えております。 

○委員長（奥村 忠俊） このテーマ、議論はできれ

ばあと１５分程度で終わりたいと思いますが、まあ

これに限らず何かあれば。 

○委員（伊藤  仁） よろしいか。 

○委員長（奥村 忠俊） 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） 皆さん一生懸命取り組んでも

らってる割には、今回３桁という数値が出てます。

そして、グラフが見やすいなという印象ですけれど

も、ここで聞きたいのは、トータルとしてこれグラ

フに載せてるということは、各旧町単位で出てるは

ずなんですよね。ですから、例えば今、ことし１，

０００人の減になってると。そしたら、どこの町が

どうということを載せていただいたら、すごく見や

すいですよね。例えばそこの３６項目今回グラフを

出していただいてますけど、各町単位は、それを寄

せ集めたのがこのグラフなんだろう。だからそうい

うまとめを載せるんじゃなくって、これ、町単位で

見たいのだが、そういったデータがつくれるのかつ

くれないのか。 

○委員（椿野 仁司） さっき言っとったやん。 

○委員（伊藤  仁） うん。 

○委員（椿野 仁司） さっき言っとったこと。 

○委員（伊藤  仁） 言っとった。 

○委員（椿野 仁司） 田中君が言っとったこと。 

○委員（伊藤  仁） ああ、本当。 

○委員（椿野 仁司） うん。 

○委員（伊藤  仁） それで、次に、目標数値につ

いて聞きたいんだけど、目標数値は、これ当面の目

標数値ですか、全体の目標数値ですか。例えば、外

国人は１０万人って聞いとったのに、ここでは８万

人になってるし。当面はこの目標でいくんやと、最

終目標はほかに持ってるんだけど、当面目標ですと

言われるんですね。そのあたりを教えていただきた

いのと、あと１点は、先ほど結婚の話が出ておりま

したけれども、統計をとってみたら若者は男性で５

０％、女性で４分の１しか帰ってきてませんよと。

これはことしに始まったことじゃないわけですよ。

これは何十年としてこの傾向あったはずなんです、

数字として出したのが近年のことであって。となる

と、豊岡市内の男性は、嫁不足の心配というか、嫁

不足の現状にあるんじゃないかと。男性は５割、女

性は４分の１しか帰ってきてないとか。４分の１は、

男性は絶対嫁もらえないわけですよ、豊岡市内にお

ったって。だから、豊岡市の嫁不足の現状がどうな

のか、深刻じゃないのかいうことをちょっともう一

回再確認させてほしいんです。以上です。 

○委員長（奥村 忠俊） 政策調整課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 先ほどの目標値のこ

とでございますが、この戦略を立てたときの２０１

４年度にその目標値を定めておりまして、この計画

期間の５年後、２０１９年度末でこういう数字にな

ったらいいなというところで、総合戦略を立てたと

きに５年後の目標を立てた数値でございます。以上

です。 

○委員長（奥村 忠俊） 伊藤委員、どうぞ。 

○委員（伊藤  仁） 深刻じゃないんか。 

○ワークイノベーション推進室長（上田  篤） 今、
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伊藤委員ご指摘のように、ずっと経年見ていますと、

傾向としてはおっしゃるようにやっぱり男女の問

題、男性が高くて女性が低い。例えば１９９０年価

値９５年っていう……。 

○委員（伊藤  仁） 何ページ見てます。何ページ

見とるわけじゃないんか。 

○ワークイノベーション推進室長（上田  篤） こ

れ、ワークイノベーションでお配りしたやつなんで

すけど、例えば２０年ほど前の数字だと、男女合計

で５２．６パー、男性が６４．７、女性が３８．７

というように、やっぱり男女でかなり開きがありま

す。今言ったみたいに２６．７女性がっていうのは

近年で一番低いんですけど、傾向としてはやっぱり

男女のところで開きがあるというのはご指摘のと

おりです。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） 嫁不足がどうかとい

うことです。実態としてそこを把握してるというわ

けではないというのが答えなんですけれども、人口

的に言うと必ずしも今現状としてそこがアンバラ

ンスかというと、結婚は一定の年齢幅の中でいきま

すので、そこまでアンバランスということではない

と。ただ、独身かどうか、その独身の方が結婚を望

んでおられるかどうかというところになると、多分

言われるような傾向というのはあるのかなという

イメージはございますが、数字的な押さえをしてい

るわけではないということです。 

○委員長（奥村 忠俊） 伊藤委員。 

○委員（伊藤  仁） 目標値については５年後の目

標だということですけれども、僕はほかの数値を覚

えてるわけじゃない、外国人１０万人っていうのは

５年後の目標値でした、それともその先の目標値で

したかいうのがまず聞きたいのと、嫁不足の件なん

ですけれども、これは、この割合っていうのはここ

最近始まったわけじゃない、何十年と前からこの傾

向はあったはずですし、嫁ができたら欲しいと思っ

ていても、努力せな、これだけ女性の数が毎年減っ

ているんだから、若者の女性の数が減っているとな

ると、努力せな嫁はもらえんのですよね。だから、

そこまでして結婚したいかどうかっていうところ

があると思うんです。女性が余りに余っとれば努力

せんでもすぐに結婚できるでしょうし、だから結婚

をする魅力、努力をどこまでしてまで、そこまでし

てまで嫁をもらわんなんかという駆け引きの問題

だと思うんですよね。だから、そこまでしても独身

のほうがいいよっていう方もおられようかと思い

ますし、何が言いたいんだろう。嫁不足がこの原因

になってないかっていうことを僕は言いたいんで

す。 

○委員長（奥村 忠俊） どうでしょうか。 

 久保川部長。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） 最後の嫁不足の部分

に関してですけども、実態としてそこを把握してる

わけではないというのがまずあります。ただ、今、

私どもの事業の中では、一旦結婚をされれば一定の

数、子供がつくられるというのが豊岡市としてはよ

そよりは少しましだという部分、思ってるので、ま

ずはＢ戦略という中でも特に結婚促進というもの

に力を入れていこう。その結婚促進のあり方として、

一つには結婚相談所業務みたいなことをしっかり

やっていただくことが１つ。はーとピーみたいなイ

ベントの中で知り合っていただくことが１つ。もう

一つは、この人をお世話したいと思っていただける

方がおって、その方が独身の方を世話していただく

縁結びさんということで、そういった縁結びさんと

いう立場でお世話をいただく方をふやしていくと

いう取り組み。今おっしゃられた、例えば４０代、

５０代の男性の方、そういった方っていうのはむし

ろその辺からお声かけをいただいたり、結婚相談所

で気になる方で、ずっと抱え続けておられるってい

うような方もあろうかと思いますが、総じてそれが

嫁不足という状況として豊岡市に何か数字的にあ

らわれるかということになると、ちょっとそこは承

知していないと。だから、今言ったような施策の中

で、そういった方々にもアプローチをしていただく

方が、お世話をいただく方がふえるように、そうい

った取り組みはしていきたいということです。 

○委員長（奥村 忠俊） どうぞ。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 済みません、先ほど
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の外国人の宿泊ですけれども、２０１９年は８万人

で、２０２０年度に１０万人というような目標だっ

たというふうに記憶……（「２０２０年」と呼ぶ者

あり）はい。 

○委員（椿野 仁司） ２０２０年だよ。２０１９年

は８万人無理だね。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 目標としては、はい、

そうです。 

○委員（足田 仁司） ええっ、ほんなら一気に２万

人ふやす。 

○委員（椿野 仁司） いや、まあまあ、目標だから

な。 

○委員長（奥村 忠俊） じゃあ、よろしいか、伊藤

さん。 

○委員（伊藤  仁） はい。 

○委員長（奥村 忠俊） あとはどうでしょうか。 

 上田委員。 

○委員（上田 倫久） いろいろと大変努力されとる

とは思うんですけども、やっぱり抜本的に減るのを

何か食いとめられないようなちょっとあるんで、２

０２１年に専門職大学がですね、そのぐらいにはも

う絶対つくってもらわな困るんだけど、つくっても

らって、そこで生徒８０人ですか、それと学生と教

員、もうこの場所に全部来ていただくというのを、

絶対にこれはもう避けることができないいうか、も

う一番に考えてもらいたいなと思っております。そ

のためには何が何でも協力をしていかなあかんと、

豊岡市、但馬地域全部だと思うんですけども、豊岡

市もやっていってもらいたいなと思うことが一つ

と、平田オリザさんのことになるんですが、平田オ

リザさんがこの但馬の中に、東京から移ってこられ

て、青年団等も引っ張ってこられるというふうなこ

とも実際今、動きがあります。 

 これは市長がよく言ってることなんですけども、

女性が集まってくれば男性は来るだろうというよ

うなこと。今、嫁不足のこともありましたけれども、

女性が集まってくれば男性が来るだろうというよ

うなことをよく言われてました。この前の平田オリ

ザさんと懇談をしたときにも、生徒のほうはどうで

すかっていうふうなことを質問させていただいた

んですが、７割は多分女性だろうというふうなこと

も言われておるし、この但馬、豊岡のことだけでは

なくって実際どうなるかわかりませんが、日本、ほ

いで世界からも引っ張ってくるいうふうなことも

言われておるので、それをやっぱり期待してやって

いかなくちゃいけないなと思っております。 

 あと、地方創生のほうでは、椿野さんもよく言わ

れてますけれども、観光産業ですね、観光産業のこ

とについても今、城崎がボートチームの中の、今度

ちょっと見てみましたらロゴが、城崎温泉っていう

ロゴがですね、ドイツのボートチームのユニフォー

ムに入ってましたし、そういう意味でいったら、但

馬、豊岡の、城崎も特に観光を引っ張っていくとい

うのが、やっぱりどうにか起爆剤になるんかなと思

ったりもしております。 

 それと、これは市のほうになると思うんですが、

この前も秋田のほうにネウボラということで、日本

版のネウボラ、妊娠から出産、子育てまでの切れ目

ないシステムをつくっておられる。実際、豊岡も久

保川さんのほうにお聞きしますと実際そういう施

設ができる、システムができつつありますので、そ

ういうのを利用して、この豊岡市、特に但馬中は周

産期医療センターもありますし、安全で安心して産

める場所でもありますので、その３つを起爆剤とし

て進めていってもらった……。質問になるかわかり

ませんが……。そう思ったりします。以上です。 

○委員長（奥村 忠俊） そしたら、政策調整部長。 

○政策調整部長（塚本 繁樹） 委員おっしゃるとお

り、いろいろな施策を今後展開していかないと人口

減少対策にはならないということで、第２期におき

ましても、切れ目のない取り組みということで今後

も進めていきたいと思っております。 

 それと、あともう一つは、地方創生の今の戦略な

んですけど、なかなか短期的には結果が出てこない

というようなことでございまして、長期的に見てい

かないと現在の施策というのは見えてこないとい

うことがございますので、ただ、なかなか短期的な

効果というか、成果がつながるような取り組みも第
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２期の中では盛り込むべきなのかなということも、

地方創生の戦略会議のほうで検討していただくよ

うなことも考えておりますので、何とか引き続き取

り組みを進めていきたいと思っております。 

○委員長（奥村 忠俊） じゃあ、嶋﨑委員。 

○委員（嶋﨑 宏之） 先ほどちょっと宮本課長かな、

説明いただいたはーとピーの確認で、今年度から社

協から移ったということで、データは４月から５月

までので、さっきあったのは。（「はい」と呼ぶ者

あり）それは５３人で１１組が一応カップルとして

成立したという。これはあれですか、データが入っ

てればあれなんだけども、社協の前年度期比と比較

してどういう水準になるのかは把握してる。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 申しわけございませ

ん。今の比較はちょっとできてません。 

○委員長（奥村 忠俊） 久保川部長。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） 先ほど申し上げたの

は、今年度に入ってから、４、５、ほぼ２カ月ぐら

いでの様子です。昨年度はということになると、去

年１年間で例えばはーとピーでは１１回開催をし

て、参加は３４４人、カップルは８３組。成婚はっ

ていうと、その年に出会ってじゃなくて、このはー

とピーという事業を通じて知り合って、結果、去年

結婚しましたよという報告になるんですが、それは

８組という報告です。先ほど申し上げたのは、あく

までこの２カ月での動きでありますので、２回実施

をして５３人が参加をして、カップルになったのは

１１組というのは、この２カ月でのということでご

理解をお願いします。 

○委員長（奥村 忠俊） 嶋﨑委員。 

○委員（嶋﨑 宏之） 例えば、よく発表をしていた

だいてるのがインバウンドの数字、あれらはとにか

く１年を４分割して、四半期の１、２、３、４とい

うようなかたちで、逐一情報が入ってるわけですよ

ね。ああいう数字を出してもらうと非常にわかりや

すいというか、具体的にどうなのかという。やっぱ

りそういう統計のとり方をしていただくと、きめの

細かい。確かに今、計画のための計画みたいになっ

てる、例えば３年なり５年なりという長期スパンで、

目標はいったらはるかかなたにあるような推計し

て無理やり出しとるようなね、何かちょっと、先ほ

ど誰かが言ってた絵に描いた餅というか机上の空

論で、計画のための計画になってないかなというち

ょっと気はしてるもので、一生懸命計画ね、努力し

てつくってもらっていうご苦労はよくわかるんで

すけれども、ちょっと何か方向的に、まあ必要であ

ることはあることなんですけれども、いろんな資金

なり、財政的な面からいったらそういったものも必

要なんだけども、そういったもうちょっとこう、き

めの細かい、これ、第２期地方創生総合戦略の中で、

検討すべきキーワードの（３）に書いてある短期的

な成果につながる取り組みとか、これがやっぱりな

いとみんなモチベーションが下がっちゃうと思う

んですよ。余りこう中長期ばかりやっぱり追っかけ

ちゃうと。だから、議員にしても、長期的な視野も

大事なんだけども、短期的にはどれくらいの効果が

あったのか、どういう実態なのかということかが逐

一わかれば、もうちょっと皆さんやる気になって、

しっかりと議論ができるんじゃないかなというふ

うに思うんですけれども、その辺は、もし意見があ

ったら言ってください。 

 それから、もう１点、今出てます人口移動報告な

んですけれども、あれだけやっぱり手を打っていた

だいとるんだけれども、歯どめをかけるために、と

ころがやっぱり社会増減でいうと転出が抑制でき

ない。転入はまだ仕方がないんだけど、転出の抑制

ができない、特に１８年度。それから、自然増でい

うと出生がもう、これは全国的な傾向で、２０１８

年度が一番ここは最低というふうなことが出てる

んだけれども、全国的にはそうだけども、ここだけ

は、豊岡市だけはふえとるというような、そういっ

た材料でもあれば、非常にこう、しっかりとＰＲで

きたと思うんだけど、残念ながら同じような状況に

なってしまって、３桁が４桁になってしまったとい

うことが、ちょっと非常に気になるところでありま

す。先ほど言っとった来年以降は、２０２１年４月

からか、それからはちょっと若干の人口増になるこ

とを期待しておるわけですけれども、それで、言い
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たいところはそういったところで、中長期計画はも

ちろん大事なんだけれども、もっとこう、即成果が

わかるような、そういった取り組みの方向も大事な

んじゃないかなという話をちょっと意見として述

べておきましたので、何かそうじゃないよというよ

うな意見があれば。どうですか。 

○委員長（奥村 忠俊） 政策調整部長。 

○政策調整部長（塚本 繁樹） 先ほどもちょっと若

干申しましたけども、第１期の地方創生の総合戦略

の中に委員おっしゃいましたとおり短期的な成果

につながる取り組みというのも、やはりこれも、つ

なぎの政策ということもないんですけども、長期的

な政策に対するそれまでのつなぎの政策というよ

うな感じで、短期的な成果につながる取り組みも必

要になってくるんじゃないかということで、地方創

生の総合戦略会議のほうでも、ちょっとこの辺をど

ういうふうにしていったらいいかということを検

討していただきたいなと思っております。以上でご

ざいます。 

○委員（嶋﨑 宏之） よろしくどうぞお願いします。 

○委員（椿野 仁司） 委員長、いいですか。 

○委員長（奥村 忠俊） はい。 

○委員（椿野 仁司） さっき休憩のことばっかりし

か言っておりませんでしたけど、ちゃんとした質問

とちゃんとした意見を言いませんで。 

○委員長（奥村 忠俊） お願いします。 

○委員（椿野 仁司） 許可いただけますか。 

○委員長（奥村 忠俊） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 僕は、この人口減少問題って

本当大きな課題なんだけど、どこの地方もみんな一

生懸命取り組んでおられるんだけど、豊岡にとって

本当に策が、一生懸命やってもらって、専門職大学

もいろいろと、妙案もいろいろとあるんだけど、本

当にいい策があるのかなって思ったときに、余りな

いんですよね、申しわけないんだけど。 

 今、全国的にいろんなことをされて、あなたたち

のほうがよく知っとられると思うんだけど、私たち

もこの間総務委員会で、旭川の近くの東川町ってい

うところに行ってきたんですね。そこは、３０分ほ

どで旭川から移動したらその町へ行くんだけど、ホ

テルの支配人が、今からどこ行かれるんですかって

言ったら、いや、東川町に視察に行ってきますって、

どういうことを視察されるんですかって言ったら、

人口減少のこともあるんですけど、いろいろといろ

んなことを聞きたいんですけどって言ったら、そし

たら、旭川市は東川町にようけ人をとられとるって

言われた。確かに、ここは総務委員会、じゃあ、お

られますね、東川町の人口ふえてるんですよ。それ

で、やっぱり勤め先は旭川なんだ、３０分ぐらいだ

ったら。住むのは東川町。そこの中で一番大きなメ

リットは水道代がただ。これ、大きいですよ、ほか

にもいろいろとメリットあるんですけどね。 

 今まさに人口がどおっとそこにいきとるのは、例

えば明石もそうだよね、この兵庫県の中で。結局、

子供支援、例えば教育費ただ、医療費ただみたいな

世界がぶら下がってくとそっちに移る。ただし、働

くところは都会で働きたい、働く場所が、職場があ

るから。田舎にみんな引っ込んで帰ってきて、職場

も生活もそこでするっていうのはよほどのことが

ないとできないのかなとすると、何が言いたいかっ

ていうと、やっぱり何か大きな得策っていうか大き

な策がないと、引きつけるものがないとやっぱり無

理なのかなってすると、豊岡はなかなかそれが。今

さら、今盛んに議会でも言ってる子供支援の策をこ

うせえ、ああせえって言っても市長はなかなか、無

料化なんてとてもできないというようなこと言っ

て。それがいいとは私は思いませんけど、よそがや

ってることやったところで、例えば豊岡が一気に、

今、医療費ただ、教育費ただって言ったって人がそ

んだけ来てくれるかっていうと、私はそれはないと

思います、皆無、若干あるだろうけど、爆発的なこ

とにならない。 

 だから、じゃあ、何が言いたいかっていうと、さ

っきの田中君の質問じゃないんだけども、僕は但東

町は但東町、出石町は出石町、それぞれの地域の取

り組みの中に人口減少を歯どめする、なおかつ、そ

れからどういう地域に合ったＩターン、Ｕターンを

やるかっていうことの、竹野でいうと、たけのスタ
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イルって昔あったんだけど、それでいくと各地域の

スタイルをもっともっと、地域の策を、地域の特性

を生かしたやり方をもっと打ち出していくべきで

はないのかな。豊岡市全体で取り組むことであるん

だけれども、それぞれの地域が持っているいろんな

ものを、いろんなものをあると思いますよ、たくさ

んいろんなもの。それをもっと表に出してあげて、

うちの町に来てくださいというものができる。 

 そのためには、ふるさと納税なんかもそういうも

のに役立てることができないのかなと私は思うん

ですよ、こういうことに対して。今のカニだとか但

馬牛ばっかりじゃなくて、品物ではなくて、返戻金

の一つに、きょうも香住で何かあったよね、ふるさ

と納税の使い方について。但馬版にあったよ、浜上

町長も写ってましたよ、きょう。そういう意味での

ふるさと納税の使い方を、それぞれの地域で合った、

我が地域、我が町に来てくださいという特色を打ち

出したものにできないのかなというふうに思うん

ですが、どうでしょうか。長くなりましたけど。 

○委員長（奥村 忠俊） 政策調整課長。 

○委員（椿野 仁司） 真剣に考えますでもいいです

よ。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 先ほどからも、各地

域のということで委員からご意見いただいており

ます。各地域、振興局単位ではそれぞれまたちゃん

とどうやったら人がふえるかっていうのはそれぞ

れ考えてはいってますし、今でも継続してやってい

るというふうに思っておりますので、ただ、数字と

して本当にそれがきいてるのかどうかっていうと

ころも必要だというふうにとも思っておりますの

で、引き続き振興局と連携しながら地方創生は進め

ていきたいというふうに思っております。 

○委員長（奥村 忠俊） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） もうね、待ったなし。それか

ら、何でもありだと私思います。いろんなことをや

って、本当にちょっとでも人が来てくれる、人が帰

ってきてくれるやり方を考えて、にしとかないと、

僕はもう時間がないのではないのかなというよう

に思いますので、よろしく。以上です。 

○委員長（奥村 忠俊） 足田委員、どうぞ。 

○委員（足田 仁司） どうしてもお尋ねしたいこと

があって、市長のいろんな事業やってる方針の中に、

例えば今度新しく文化会館、新しい文化会館どうす

るかっていうときに、交通の便っていうので候補に

あがった、出石、竹野だったかな、そこがバツにな

ってる、利便性。ところが、平田オリザさんが日高

に住む。日高の旧商工会の建物を劇場にすると。こ

この利便性どうなのかなと。でも、新しい文化会館

は歩いていけるところにつくりたいってたしかお

っしゃった。そうなると、当然市街地のどこか近く

っていう。歩いて行けるったってたかだか知れてま

すわね。だから、周辺の高齢化が進む町では１００

メートル先の歯医者に行くのにタクシーで行く、そ

んな現実が実際起きとるんです。だから、利便性い

うのの考え方も一つですけど、市長の方向性とした

ら、いろんな公共施設、それから文化施設を市街地

の近くに集中させていたい、こう読み取れるかなと。

だとすると、この１月にもらった資料かな、人口の

減少率見ても、やっぱり豊岡が一番減少率少ないで

す、人口。ほかの減少率が大きいことは、同じ豊岡

市内でも市街地のほうは人口がまだ踏ん張ってる、

周りはどんどん減っていってるというのに、そんな

感じを受けます。それと、限界集落が統計があって、

限界集落、準限界集落、小規模集落、みんなふえて

るんです、倍増どころの話じゃないです。 

 つまり、何が言いたいかいうと、人口減少を食い

とめるためには豊岡市街地中心にした、そこに一極

集中もうやむなしなのか、周辺のがたがたがたがた

減っていくようなところに幾ら力注いでも、そない

下げどまりはせえへんやろうと、腹の底でどういう

ふうに考えておられるのか。そこは、市長は言って

おられることは全部市街地に、いろんな商業施設に

しても文化施設にしても公共施設もみな集中させ

ようと、それが利便性も高い。いや、わかるんです

けど、そんな文化施設も含めて充実した地域と、ど

んどんつぶされていく周辺の旧５町の地域と、よそ

から来たらどっちに住みたいかいうたら、やっぱり

利便性の高い、文化度の高いところにっていうこと
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になるとしたら、人口減少を食いとめるためには一

極集中やむなしという立場に立って政策展開をす

るほうが効率よさそうですよね。その辺はどんなふ

うに考えとんなさるんかなというのを、ちょっと出

してほしいです。 

○委員長（奥村 忠俊） 政策調整部長。 

○政策調整部長（塚本 繁樹） 市長の腹の中は、ち

ょっとそれはわからないですけども、ただ、一極集

中ということは考えておられないとは思うんです。

例えば今回の公共施設マネジメントにしても、地域

ごとに地域デザインというようなことで、地域でい

ろんなそういう欲しいものというか、地域として必

要なものを検討していこうというようなことでご

ざいますし、確かに利便性の点では駅があって、バ

スが走っててっていうようなこともあったりして、

今回、新文化会館は今のところ総合体育館のところ

に候補地とはなってますけども、ただ、全てのもの

をそういうふうに全部ここの市街地に、旧豊岡の市

街地に持ってこようという考えではないとは思い

ます。それぞれの地域の合った地域デザインという

ことで今後も考えて、公共施設マネジメントなんか

でも考えているということですので。以上でござい

ます。 

○委員（椿野 仁司） 違いますとは答えられへんよ

な。 

○委員（足田 仁司） 答えにくい質問だったと思い

ますけど、塚本部長の言葉にちょっと期待をしなが

ら。そういう、やっぱり人口減少を食いとめるため

にはどこに力を入れるのが一番効率的かなと思っ

たら、個人的には一番市街地あたりを力を入れてい

くことが、まずは人をたくさん寄せる力につながる

という感じがありますので、限界集落やなんかを構

っとる暇があるんかなって思っちゃいます。ですか

ら、人口減少の重点的な取り組みというのは、やっ

ぱり一極集中やむなしとして進めるべきなのかど

うか、自分の中でも迷ってますけど、そこは難しい

とこだと思いますけど、でも、一番効果的かなと思

ってます。これ、意見です。以上です。 

○委員長（奥村 忠俊） よろしいですか。 

 活発な議論をいただきまして、ありがとうござい

ました。 

 これで当局側の意見いただいて、質問するという

時間は少ないんですけども、非常に気になりますこ

とは途中で申し上げましたように、職員のやっぱり

問題意識であると、働きがいだとかいうとこら辺に

そういうような問題があるような感じがしました。

この部分が解消しないと、やっぱり市全体で行政の

取り組みがしっかり伝わっていかないというよう

な気がしてならないですけども。これ、人口減少対

策委員会ですから、この件をテーマにするんですけ

ども、なかなかその政策的に市の政策を見ましても、

人口減少対策は成功するなというような感じがな

かなか見受けられないというのがありまして、委員

会でも非常に苦しいテーマを取り組まざるを得な

いというのは常々思ってます。これからも頑張って

いかなきゃと思っておりますけども、非常に重要な

テーマでございますし、議会のほうも頑張っていき

たいと思いますけどもね、当局側にやってもらうこ

とばっかしですんで、そういったことでがんばって

いっていただきたいと思ってます。 

 そしたら、当局、はいはい。 

 上田室長。 

○ワークイノベーション推進室長（上田  篤） 職

員の働きがいっていう部分がかなり問題視してい

ただきました。本当、おっしゃるとおりでございま

して、ちょっと４月、５月でキャリアデザイン研修

って全職員、あと、管理職、課長以上全部やった中

で、アンケート調査もきちっととりながらやってま

す。という中でやっぱり、どう言ったらいいですか

ね、ジェンダーギャップというような性別による格

差だけじゃなくて、アンケート調査の中でやっぱり

上司、部下っていうジェネレーションギャップって

いうんですか、年代間の、ここのコミュニケーショ

ンがなかなかうまくとれてないのかなっていうよ

うな意見も結構ありましたんで、そこはキャリアサ

ポート制度っていって、それぞれの職員が自分の今

後のありたい姿、やりたい仕事、それからライフプ

ランを年３回シートをつくって上司とコミュニケ
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ーションを図っていくっていう方法をとったりと

か、なかなか直属の上司には相談しにくい場合、メ

ンタリング制度って、メンターっていうのを庁内で、

私もそのうちの１人なんですけど、５人設定して、

そこは気軽に何か相談してアドバイスができると

いうような、そういうメンタリング制度も導入して

いくっていうことと、やっぱり上の、高い、そのさ

らに上の、例えば係長だったら課長補佐とか課長と

か部長とか、上の役職を担うことに自信がないとい

う職員が結構多かったという、そういう結果も出て

ますんで、そこを十分コミュニケーションも図りな

がら、そういう上の職につくためのいろんなスキル

もつけれるような研修を、ずっと職員の意見とか、

専門家の力もかりてきちんとそれは対応していき

たいなと。あと、職員の意識調査は毎年やって、ど

れだけ意志が変わってきてるかっていうのをきち

んと把握して、また強い部分はさらに伸ばして、弱

い部分っていうのはさらに補っていくっていう、そ

ういうことをずっと繰り返してやっていきたいと

いうふうに考えてますんで、ぜひ、その経過報告っ

ていうのはきちんとまた委員会のたびにさせてい

ただきたいと思います。 

○委員長（奥村 忠俊） ありがとうございました。 

 よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

○委員（嶋﨑 宏之） 時間切れになって申し訳ない。 

○委員長（奥村 忠俊） 嶋﨑委員。 

○委員（嶋﨑 宏之） せっかく社協さんが市役所に

入ったんで、もう一歩突き出たというか、例えば合

わせて、カップル組んではいおしまい。これだけじ

ゃ余りにも足りないんですが、だから、今までやっ

たのと変わらないということじゃなく、もう一押し

っていうのは、結婚されたら申告してもらったら何

らかの祝い金みたいなものを渡してあげるととか、。

そういうもう一歩進んだ政策をとっていただくと。

せやから、単純に同じようなことをやってても意味

がないんで、その辺のちょっと今までとは違うやり

方でやっていただければありがたい。 

○健康増進課長（宮本 和幸） まさに今、議員のほ

うがおっしゃっていただいたとおりでして、今まで

は体制が違うのでフォローとかそういったのがで

きないという問題点もありましたので、今回、市の

ほうで、健康増進課のほうでやるということで、ア

フターフォローのほうはしっかりしていきたいな

と思ってます。 

 あと、今の報賞とか、ちょっとその辺はまだあれ

ですけど、また今後検討はしていきたいなとは思っ

てます。以上です。 

○委員長（奥村 忠俊） 質問じゃないですけども、

答弁を自分がやり直すような場面もちょいちょい

ありますんで、本当に悲しいなと思いますけどね、

職員の人もひとつ頑張ってもらって、市民のために、

お願いしますわ、もう。人口減少対策委員会が何の

成果もなしに終わるやなんてできませんので、よろ

しお願いしたいと思います。ご苦労さまでした。 

〔当局職員退席〕 

○委員長（奥村 忠俊） それでは、次に進みたいと

思います。 

 それでは、委員会の運営方針について、別紙１を

添付しております。 

 特にご意見がなければ前回と同様でいきたいと

思いますけど、ご異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（奥村 忠俊） ご異議がないようですので、

そのように決定しました。 

 それでは、その他ということで、管外視察につい

て事務局から説明をお願いします。 

○事務局主幹（小林 昌弘） 管外視察につきまして、

行程、内容のほうが確定しましたのでお知らせをさ

せていただきます。 

 管外視察のほうの行程表の資料をごらんくださ

い。７月１１日、１２日の１泊２日で鳥取県の八頭

郡八頭町、それから八頭郡智頭町、それから倉吉市

のほう、３カ所視察に行きます。１１日は８時本庁

を出発しまして、山陰近畿自動車道を通って、１０

時、八頭町のほうで１０時から１２時ごろまで約２

時間の研修です。八頭町のほうで昼食をとりまして、

その後約３０分かかって智頭町のほうに行きます。

智頭町で１４時３０分から１６時３０分の研修で
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す。そこから倉吉市のホテルのほうに移動しまして、

宿泊先のホテルに到着が１７時３０分の予定とし

ております。 

 次の日、１２日の金曜日ですけども、倉吉市役所

が１０時から１１時半、約１時間半の研修で、その

まま倉吉市内で昼食をとりまして、１３時から１５

時が倉吉市内の視察ということで、特に今予約はし

てないんですけども、倉吉市内の白壁土蔵群ですと

か、そのあたりを視察を考えております。本庁に到

着が１７時１０分ごろの予定としております。 

 その同じ資料の３ページ、４ページ、５ページの

ほうに、視察研修事項ということで各視察先への質

問事項のほうを上げております。また、もう一旦視

察先のほうにはこの質問事項のほうを投げてるん

ですけども、これ以外にまた聞きたいということが

あれば、また事務局のほうに言っていただければ、

すぐメールで送らせていただいて、当日回答はいた

だけるとは思いますので、よろしくお願いします。

以上です。 

○委員長（奥村 忠俊） ありがとうございました。 

 今、事務局のほうから説明をしていただきました。

この視察先につきましては、椿野委員さんに大変お

世話になりまして、バスで行くことですから、でき

るだけ近くへということがあって、今、それぞれの

３つの視察先を選ばせていただいております。人口

を比較しますと、ちょっと全然豊岡のほうが大きい

んですけども、しかしそれぞれ地域の特徴を生かし

た取り組みをしとられるということがありますの

で、３か所視察にいきたいと思っております。 

 今言いましたように、質問事項、こういうことが

あるなということがありましたらまた事務局のほ

うにまた言っていただいたらと思いますので、きょ

う、もしなければ、また事務局のほうにお申し出い

ただきまして、またその後調整したいと思います。

それでよろしいでしょうか。何かご意見、質問何か

ありますか。よろしい。 

○委員（椿野 仁司） 近いところっていうことで、

鳥取も島根も人口減少かなり厳しいし、島根は遠い

んで鳥取でいこうかって話になって、石破先生に電

話して、石破事務所のほうから人口減少でちょっと

頑張っとられるとこ教えてくださいっていったの

が、今の視察先になりましたので、石破先生はご存

じのように八頭町出身なんで、小さい町ですけど、

そっから政治家で頑張ってこられたんで、そういう

こともあって、また、石破先生にもお会いになるこ

とがありましたらお礼を言っといてください。（発

言する者あり）ありがとうございます。 

○委員長（奥村 忠俊） そういう、今、椿野委員の

説明がありましたけども、そのとおりでございまし

て、大変助かりました。 

 それでは、日程どおりに視察をしたいと思います

ので、よろしくお願いしたと思います。 

 では、ほかにないようでしたら次に進みたいと思

います。 

 ２つ目に、管内視察ということを考えておりまし

て、せんだって副委員長と相談をさせていただきま

した。時間的なこともいろいろあるんでしょうけど

も、８月９日あたりで管内視察を。 

○事務局主幹（小林 昌弘） 管内視察について、先

日正副委員長のほうともお話をさせていただきま

した。管内ということですので、豊岡市内に限られ

ます。かねてからお話が出てましたけども、人口減

が著しい旧竹野町、それから旧但東町のほうに行か

せていただいて、お話を一度お聞きしたいというこ

とで、日にちの候補としては８月の９日の金曜日の

午後あたりで正副委員長のほうとも調整をさせて

いただいております。内容については、今回まだ話

はしてないんですけども、但東地域のほうに出向い

てお話が聞けたらなということを考えております。

以上です。 

○委員長（奥村 忠俊） そういうことでございます。

皆さん、何かご意見や要望がありましたらお願いし

たいと思います。 

○委員（椿野 仁司） 今、いいですか。 

○委員長（奥村 忠俊） はい、どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） そのお考えでいいと思うんで

すけど、ただ、但東だけって言いなった、今。但東

だけ。 
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○委員（奥村 忠俊） よろしいか。但東と竹野とい

うことで一番進んでるのだそうですから、人口減少

が。それを考えたんですけども、ものすごい距離が

ありまして、それがあるので、果たしてこれ、午前、

午後で行けないことはないんですけども、どうかな

という部分は感じたもんですから。 

○委員（椿野 仁司） それか委員長、但東午前、午

後っていって、あれだけの広域ですから、それは高

橋、資母それから合橋、全部回ろうと思ったら回れ

ると、くまなく見ていくこと大事なことなんで、出

石も市街地以外の山間部は同じように非常に厳し

い状況なので、出石もいいのかなと思ったりもする

んだけども。ただ、見に行って、話を聞いて、どう

するんだろう。前も田中君が人口減少で見に行って、

但東町と竹野見に行ったけど、何を見に行きなった

のか。 

○委員（田中藤一郎） 空き家と、どういう現状かを。 

○委員（奥村 忠俊） ああ、現状見に行きなった。

ひどいなあっていう状態。 

○委員（田中藤一郎） かなりひどい。 

○委員（椿野 仁司） かなりひどいなって、そのね、

かなりひどいなを見に行くだけじゃあ、どうなのか

な。だから、政策的にどんなことができるのかなっ

てって、人口減少問題で、さっき言っとった各地域

のいろんな問題点や地域の抱えるいろんなデータ、

現状はどうだっていうことを抱えながら、じゃあ、

どういう取り組みをしなきゃいけないかっていう

ことであれば、もうちょっとそういうところまで突

っ込んだところの事前のいろんなことも我々が予

習していきながら行かないと、さっき言いなるよう

に、空き家だけがようけ、これ、ちょっと大変だわ

っていうだけじゃどうなのかなと思ったりもする

んですよ、委員長。 

○委員長（奥村 忠俊） 言われることはそのとおり

だと思います。ちょっと考えてみますことは、でき

れば但東町に決めたというのは、地元の人たちとど

れだけ接触ができて、そして、私たちのほうがどう

すればいいかという結論を持ってるわけじゃあり

ませんし、政策を。そういったことがあるので、現

場であるとか状況を見るのはよくわかるんですけ

ども、そこに住まわれてる人たちがじゃあどうすれ

ば、実は人口減少を一歩でも二歩でも防ぐことがで

きるか、難しいことですけども、また、人口が減っ

てる中でどういう生き方をしようとされてるのか

っていうようなとこら辺も少し、深く入ったらどう

かなという気がしておりましてね。私は出石ですん

で、まあ但東町のずっと人口が減ってる、もう本当

にこんな減ってるところを通ります。しかし、そこ

で住んでる人たちは、じゃあどういう思いをとっと

られるかいうところまでは、なかなか把握するとこ

にいかないもんですから、今回の視察はそういうこ

とを兼ねて、現場を見せていただくいうのもありま

すけども、その地域の人たちがこんな考え方を持っ

てるという声も聞かせてもらえるのが非常に重要

じゃないかなという思いをして一か所に決めたん

ですわ。 

○委員（椿野 仁司） いいと思いますよ。ただね、

年代ですな。これからの世代と話しするのか、お年

寄りと話したら、もうそんなこといいから今のくら

し何とかしてくれいやと言われますで。（「そうで

すな」と呼ぶ者あり）あんなもん、もう一度何とか

わしらが今生活することが不安でしゃあないって、

何とそういうこと議員さんやってくれやっていう。 

○委員長（奥村 忠俊） 今、椿野委員のほうから指

摘があったの、非常に重要だと思うんです。現場を

見て、そこで暮らしとんさる人たちの意見を聴きた

いなと思ったんですけども、言われるように、そこ

におられるかどうか別として、若い人たちもあるわ

けですからね、いろんな事業所なんかもあるので、

もし、そういう人たちが協力してあげることでした

らどっかにお住まいいただいてね、そういう人たち

の声を聞くと。どういうことを望んでおられるかを

直に聞くことが大事だなと思いますのでね……

（「青年部は」「商工会」と呼ぶ者あり）そういう

形をとったらどうかと思いますけども。午前中、午

後ってなってますけども、これは別に午前、午後関

係なかって。ここで暫時休憩します。 

午前１１時３５分休憩 
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──────────────────── 

午前１１時４３分再開 

○委員長（奥村 忠俊） 休憩閉じ、委員会を再開い

たします。 

 先ほどより話をしていただいておりますけども、

管内視察につきましては８月９日午後を予定して

おります。視察先は但東町、旧但東町ですね。地域

の現状を知るということで、地元におられる方の声

を聞かせていただきたいということで、詳細は正副

委員長にお任せいただきたいと思いますので、ご了

承いただきたいと思います。よろしいでしょうか。

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、この際ほかに何か発言がありましたら

お願いしたいと思います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（奥村 忠俊） では、ないようですので、

以上をもちまして委員会を閉会いたします。どうも

お疲れさまでした。 

午前１１時４４分開会 

──────────────────── 

 


